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ト
リ
ャ
ン
バ
カ
ム
・
ヨ
ー
ガ
・
セ
ン
タ
ー
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一
部 

／ 

百
 
円) 

 ヨ
ー
ガ
日
和
〜
イ
ン
ド
細
密
画
展
〜 

十
月
二
十
日
。
心
地
の
良
い
秋
晴
れ
。
府
中
市
立
美
術
館
で

開
催
の
【
イ
ン
ド
細
密
画
展
】
（
至11 / 26･

日
）
へ
訪
れ
ま
し
た
。  

 インド風絵画 
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
ほ
ど
小
さ
な
紙
に
描
か

れ
た
絵
を
、
ず
っ
と
眺
め
る
人
を
リ
シ
ケ
ー
シ
で
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

イ
ン
ド
で
誰
も
が
必
ず
目
に
す
る
大
衆
宗
教
画
。
空
港
〜
何

ら
乗
り
も
の
の
運
転
席
の
そ
こ
に
、
商
い
や
両
替
商
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
、
ガ
ネ
さ
ん
こ
と
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
か
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
三

大
神
、
女
神
が
頰
笑
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
！
イ
ン
ド
に
行
か
な

く
て
も
日
本
の
イ
ン
ド
カ
レ
ー
店
や
雑
貨
屋
で
見
て
い
ま
す
。 

美
術
品
と
し
て
、
美
術
観
で
見
る
と
い
う
よ
り
は
も
っ
と
キ

ッ
チ
ュ
的
。
と
い
っ
て
趣
味
娯
楽
の
そ
の
域
で
は
な
い…

…

神

の
国
イ
ン
ド
な
の
か
な
あ
〜
と
関
心
が
惹
か
れ
ま
す
。 

 

大
衆
宗
教
画
の
歴
史
詳
細
は
わ
た
し
は
さ
っ
ぱ
り
無
知
で
す

が
、
ヨ
ー
ガ
の
歴
史
を
学
ぶ
う
ち
、
少
し
で
す
が
、
自
然
に
み

え
て
き
ま
す…

。
紀
元
を
境
に
、
向
こ
う
二
〜
三
千
年
、
こ
っ

ち
二
〜
三
千
年
と
長
い
、
長
〜
い
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
の
歴
史
の

中
か
ら
見
る
宗
教
画
の
発
祥
と
そ
の
歴
史
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
く

な
い
。
親
愛
の
バ
ク

テ
ィ
思
想
が
イ
ン
ド

全
国
に
広
が
っ
て
以

降
で
、
印
刷
も
大
量

に
で
き
る
時
代
と
な

れ
ば
、
む
し
ろ
最
近

と
も
い
え
ま
す
。 

細
密
画
は
そ
れ
ら
よ

り
古
い
。 

先
に
細
密
画
の
流
行

り
、
後
に
大
衆
宗
教

画
の
広
が
っ
た
。 

推
測
や
見
聞
き
し
て

き
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
く
よ
う
な
展
示
で
し
た
。 

 展示会内容の紹介  
一
区
画
目
は
一
章
と
企
画
さ
れ
細
密
画

の
歴
史
。
最
初
の
展
示
が
〈
密
教
経
典
写
本
の
細
密
画
（
十
一
〜
十

二
世
紀
頃
）
〉
で
経
典
挿
絵
で
梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ー
）
様
の
御
目
見
え
で
し

た
！
見
応
え
最
高
！
と
、
し
ょ
っ
ぱ
な
か
ら
興
奮
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
区
、
二
章
：
描
か
れ
た
世
界
観
、
三
章
：
絵
づ
く

り
で
構
図
や
構
成
の
こ
と
、
四
章
：
細
密
画
と
の
対
話
。
四

章
、
面
白
い
！ 

大
衆
宗
教
画
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
神
々…

ガ
ネ

ー
シ
ャ
や
シ
ヴ
ァ
や
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
超
非
現
実
的
な
女
神
が
描

か
れ
ま
す
が
、
細
密
画
の
方
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
の
物
語

も
描
か
れ
て
は
い
ま
す
が
、
初
め
の
展
示
の
よ
う
に
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
の
神
々
以
前
の
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
の
神
々
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
宮
廷
内
を
描
く
絵
に
は
、
一
緒
に
青
色

の
肌
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
神
ク
リ
シ
ュ
ナ
）
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
写
実

で
あ
る
よ
う
で
写
実
で
な
い
。
神
の
存
在
は
ま
る
で
祈
り
の
よ

う
な
、
瞑
想
の
よ
う
な
バ
ク
テ
ィ
ー
派
の
色
濃
さ
を
観
ま
す
。

ブ
ラ
ー
ミ
ン
、
女
た
ち
の
姿
を
た
だ
描
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ

こ
に
は
神
々
の
物
語
が
詩
畳
ま
れ
て
い
ま
す
。 

展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
年
代
は
十
六
〜
十
九
世
紀
。
こ
の
頃

の
時
代
背
景
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
イ
ン
ド
宗
教
に
入
り
、
ス

ー
フ
ィ
ズ
ム
、
平
等
思
想
が
バ
ク
テ
ィ
ー
思
想
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

派
）
と
結
ば
れ
バ
ク
テ
ィ
ー
・
ヨ
ー
ガ
が
発
展
。
仏
教
寺
院
が

焼
き
払
わ
れ
仏
教
の
滅
亡
。
精
神
世
界
は
揺
れ
に
揺
れ
動
く
時

代
で
す
。
そ
し
て
興
る
の
が
シ
ヴ
ァ
派
か
ら
土
着
的
な
要
素
の

復
活
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
（
十
五
〜
十
六
世
紀
）
。
大
衆
宗
教
画
が
一
躍
広

が
っ
た
頃
で
も
あ
り
ま
す
。 

実
生
活
、
実
社
会
の
中
で
躍
り
出
た
細
密
画
の
世
界
は
、
祈

り
と
瞑
想
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
こ
れ
は

精
神
世
界
の
一
部
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
わ
た
し
た
ち

が
い
つ
も
す
る
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中

で
、
タ
ン
ト
ラ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
流
派
で
す
。 

 感 

想   
王
帝
階
級
や
宮
廷
内
で
開
か
れ
た
細
密
画
。
詩
た
た

ま
れ
る
神
々
と
の
戯
れ
と
、
実
社
会
。
時
代
と
共
に
人
と
文
明

文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
根
本
に
香
り
の
よ
う
に
あ
る
各
国

の
色
、
気
配
、
精
神
を
思
い
ま
し
た
。 

わ
れ
わ
れ
が
生
ま
れ
て
生
き
る
土
地
、
日
本
は
島
国
柄
か
、

多
種
多
様
な
外
来
の
文
化
が
や
っ
て
来
ま
す
が
、
ど
ん
な
文
化

も
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
そ
し
て
も
の
の
見
事
に
「
日
本
風
」

「
和
風
」
に
し
て
し
ま
う
。
に
っ
ぽ
ん
気
質
に
取
込
む
智
慧
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
日
本
気
質
を
、
土
地
柄
と
い
う
の

で
し
ょ
う
。 

 

い
ま
や
世
界
は
距
離
的
堺
を
と
っ
ぱ
ら
っ
て
人
々
は
話
し
、

起
こ
っ
て
い
る
「
今
」
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

「
共
に
、
合
い
補
う
。
生
き
る
す
べ
て
の
生
命
の
営
み
の
平
和

へ
！
」
そ
の
声
に
、
わ
た
く
し
も
万
歳
喝
采
し
ま
す
。―

と

同
時
に
、
生
ま
れ
の
土
地
（!"#$

ジ
ャ
ー
テ
ィ
）
で
感
じ
る
、

一
人
、
ひ
と
り
の
存
在
を
、
切
に
切
に
思
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
突
然
に
や
っ
て
く
る
ヨ
ー
ガ
日
和
を
ご
一
緒
で
き
る

な
ら
！
共
に
奏
で
ま
し
ょ
う
〜
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合
掌 

＊
＊―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊
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am
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en
ter 

トリャンバカム・ヨーガ・センター 

１１ 月 の 行 事  
 

!水曜朝ヨーガ	 平常通り 4回	
＊５週目 29日は休講	

"土曜朝ヨーガ	 平常通り３＋１回	
＊２週目 11日オンライン 	

!日曜朝ヨーガ岩戸地域センタークラス	
平常通り 4回	

＊12.26日音楽室配信なし 	
"火曜夜ヨーガ	 平常通り 4回	
!修養コース CYC（Cultivation Yoga Course） 
 （日） 5 日・19 日 10 時半〜 

 （金）10 日・24 日 10 時〜 

トリャンバカムの輪! サンガ 

"別紙秋の節食講習と神さまの話	
 	 22 日（水）14 時半〜 

26 日（日）12 時〜	
	 	
16日 10時〜	
リシケーシ Sivanandaアーシュラム	
! 10 /15〜23 ナヴァラートリ祭※ 

・ 

ヨ
#
ガ
日
和
'
イ
ン
ド
細
密
画
展
' 

・ 

今
月
は
2
流
れ
5
タ
ゴ
#
ル
の
詩
を
紹
介 

・ 

イ
ン
ド
は
デ
?
#
ワ
#
リ
#
祭 

・ 

連
載
講
座
３ 

解
説
K
ヨ
#
ガ
・
ス
#
ト
ラ
O 

11 月

 

Topic 

会員のお二人。栗山さん、勇見さんと。 

愛車に便乗させていただきました!"  

隔週(金)は修養コース。間のヨーガ日和！ 
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ハ
リ
オ
ー
ム！
早
野
で
す
  

こ
の
夏
は
土
が
六
〇
℃
く
ら
い
に
な
っ
た
か
ら
、
撒
い
た
種

が
煮
え
ち
ゃ
っ
た
。
ト
マ
ト
も
レ
タ
ス
も
三
週
間
遅
れ
で
や
っ

と
種
植
え
が
で
き
た
わ
。
十
年
や
っ
た
か
ら
気
候
の
変
動
に
対

応
で
き
る
か
な
と
思
っ
た
け
ど…

（
は
あ
〜
ま
だ
ま
だ
だ
あ
〜
）

と
い
っ
た
風
の
苦
笑
い
を
見
せ
る
。
同
い
歳
で
町
田
で
十
年
無

農
薬
栽
培
で
自
然
農
を
す
る
「
お
お
る
り
フ
ァ
ー
ム
」
を
営
む

の
青
木
さ
ん
は
ヨ
ー
ガ
仲
間
で
旧
友
。
互
い
に
元
気
づ
け
の
女

子
会
。 

た
び
た
び
私
の
方
が
畑
へ
訪
ね
て
向
か
う
の
で
す
が
、
今
回

は
青
木
さ
ん
が
「
街
に
出
た
い
」
と
。
驚
い
た
こ
と
に
、
六
年

ぶ
り
に
街
に
出
た
と
言
う
の
で
び
っ
く
り
。
本
人
も
「
我
な
が

ら
ヘ
ン
な
調
子
」
「
で
、
数
え
て
み
た
ら
六
年
！
」
と
言
う
。

「
電
車
も
六
年
ぶ
り
。
何
を
着
た
ら
い
い
か
困
っ
た
。
何
で
も

機
械
化
で
、
登
録
と
か
面
倒
っ
」
と…

…
…
…

。 

夢
中
に
な
っ
て
い
れ
ば
ま
た
た
く
間
。
ト
リ
ャ
ン
バ
カ
ム
も

来
年
で
二
十
年
に
な
る
。
確
か
に
瞬
間
。 

故
障
し
た
り
壊
れ
た
り
と
あ
っ
て…

そ
う
や
っ
て
過
ぎ
た
あ

と
も
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
、
好
き
で
い
ら
れ
る
の
だ…

。 

毎
日
が
向
き
合
い
で
実
験
の
連
続
だ
っ
た
ろ
う
。(

土
、
日)

は

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
自
然
農
体
験
会
。
企
画
開
催
は
切
れ
な
く

企
て
て
は
続
く
。
翌
日
（
月
）
は
黙
々
と
片
付
け
を
し
、
ま
た

い
つ
も
の
作
業
。(

木)

は
障
害
の
あ
る
方
と
竹
林
で
竹
細
工
。

…

気
分
転
換
に
街
に
出
た
か
っ
た
の
ね
。 

 「
継
続
は
力
な
り
」
。
文
字
っ
た
今
月
は
「
流
れ
な
り
」
。

「
流
」
は
、
流
れ
て
消
え
て
無
く
な
る
、
無
常
で
あ
る
と
取
る

考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
く
し
は
滔
滔
（
と
う
と
う
）
と
流
れ
、

地
形
を
変
え
、
変
わ
っ
て
も
続
く
流
れ
の
中
に
あ
る
自
然
か
ら

の
力
を
思
い
ま
す
。
こ
の
宇
宙
に
無
駄
は
一
切
な
い
と
言
う
、

そ
の
通
り
な
ら
、
流
れ
は
、
川
に
な
る
こ
と
を
喜
び
、
守
ら
れ

て
橋
の
よ
う
な
道
と
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
。 

タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。 

 

唱えたり 

歌ったり 

祈ったり 

それは止めるがいい。 

扉をみな締め切った寺院のその淋しい暗い片隅で、 

誰を拝んでいるというのか。 

目をそっと開けてごらん。 

神は目の前にはいないのだ。 

神のいますのは、 

農夫が固い土を耕している場所、 

道路工夫が石を砕いているその場所だ。 

晴れた日も雨の日も、神は彼らのそばにいて、 

着物は塵にまみれている。 

おまえもその法衣を脱ぎ、 

神に倣って塵芥
（ちりあくた）のところに降りて来い。 

解脱だって？解脱がどこにあると言うのだ？ 

ご主人さまはご自身で 

創造界の束縛を喜んで身に受けられた。 

永久に私たちと結ばれている。 

お前も瞑想から出て来い。 
花も香も捨てるがいい。 

着物が破れ汚れても構わないではないか。 
神に近づき、額に汗して骨折って、 

神に協力するがよい。 
―

タゴール― 

『
東
方
の
知
恵
の
詩
』
訳
：
ス
コ
ッ
ト
・
リ
ン
・
ラ
イ
リ
ー
・
編
宮
崎
信
也
／
角
川
よ 

ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ 

連
載
３ 

 

紙
面
講
座
、
第
３
講
。 

「
ヨ
ー
ガ
、
ヨ
ー
ガ
」
と
言
わ
れ
る
ヨ
ー
ガ
に
は
い
く
つ
か
の

流
派
が
あ
り
、
最
も
古
典
と
さ
れ
る
流
派
は
、
王
道
と
い
う
意

味
の
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
だ
と
既
に
説
明
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
教
室
で
す
る
の
は
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
と
い
う
流
派
で
す
。
な
ぜ

ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
を
す
る
の
に
、
流
派
の
異
な
る
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ

ー
ガ
の
教
典
を
引
っ
張
っ
て
き
て
勉
強
を
す
る
の
か
し
ら
？
 

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
、
師
、
シ
ヴ
ァ
ー
ナ
ン
ダ
は
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ヨ
ー
ガ

（
総
合
的
な
ヨ
ー
ガ
。
流
派
問
わ
ず
、
す
べ
て
必
要
）
を
推
奨
さ
れ
た
。 

二
つ
目
、
師
、
成
瀬
貴
良
先
生
は
、
原
点
で
あ
り
、
原
典
を
知

る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に
生
ま
れ
、
日

本
人
の
わ
た
し
た
ち
が
ヨ
ー
ガ
に
出
会
っ
て
、
い
つ
も
や
っ
て

い
る
そ
の
理
由
も
知
る
こ
と
に
な
る
か
と…

。
と
語
ら
れ
て
い

た
こ
と
。 

原
点
が
あ
っ
て
、
廻
っ
て
、
す
べ
て
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ヨ

ー
ガ
に
も
原
点
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
原
典
か
ら
学
び
た
い
。 

 

第
二
講
は
【
ヨ
ー
ガ
の
流
派
】
。
た
だ
坐
っ
て
瞑
想
す
る
だ

け
、
心
統
一
を
す
る
、
静
か
に
坐
る
（
瞑
想
）
こ
と
を
ヨ
ー
ガ

と
言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヨ
ー
ガ
流
派
が
派
生
し

た
の
は
な
ぜ
か
。
さ
ま
ざ
ま
成
立
し
た
ヨ
ー
ガ
流
派
そ
れ
ぞ
れ

の
概
要
で
し
た
。 

前
号
で
「
来
月
に
も
う
少
し
詳
し
く
ー
」
と
書
い
た
カ
ル

マ･

ヨ
ー
ガ
の
カ
ル
マ
（!"#$

"

）
に
つ
い
て
か
ら
始
め
ま
す
。 

 

第
三
講
%
カ
ル
マ
と
*
カ
ル
マ
・
ヨ
-
ガ
/
。
  

 

カ
ル
マ 

カ
ル
マ
、
カ
ル
マ
ン
と
は
、
「
行
為
」
あ
る
い
は
そ
の
「
行
為

の
結
果
」、さ
ら
に
は「
行
為
と
結
果
の
関
係
」を
も
指
す
。（『
い

ま
に
生
き
る
イ
ン
ド
の
叡
智
』
成
瀬
貴
良
著
・
善
本
社
 
よ
り
） 

人
の
為
す
行
為
は
必
ず
果
報
を
残
す
と
い
う
考
え
。
こ
れ
は
古
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ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ 

デ
ィ
ー
ワ
ー
リ
ー
祭 

日
本
の
正
月
と
同
様
に
、全
国
規
模
で
す
る
イ
ン
ド
の
お
祭
り

が
デ
ィ
ー
ワ
ー
リ
ー（%&'"(&

 
原
語%$'√

)

「
天
。光
耀
。光
輝
」）。

女
神
を
称
え
る
十
月
の
後
、
修
行
を
見
直
す
サ
ー
ダ
ナ
週
間
が

ア
ー
シ
ュ
ラ
ム
で
は
や
っ
て
き
て
、そ
し
て
、別
名「
光
の
祭
」

デ
ィ
ー
ワ
ー
リ
ー
。
ア
ー
シ
ュ
ラ
ム
で
も
光
の
準
備
、
飾
り
付

け
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
  

 

神である母の恵みは無限大です。彼女は無条件で惜しみな

く平等にご慈悲を注いでくださいます。注ぎ続けるその力は

計り知れないものです。だれもがその前で降伏し、揺るぎな

い献身をもって崇拝してください。 Sri S wam
i Sivanandaji 

  デ
ィ
ー
ワ
ー
リ
ー
を
語
る

と
き
、
吉
祥
の
女
神
ラ
ク

シ
ュ
ミ
ー
が
同
時
に
登
場

し
ま
す
。
富
と
幸
福
と
豊

穣
の
女
神
で
家
庭
神
と
し

て
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。 

 

特
に
叙
事
詩
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
の
舞
台
の
北
イ
ン
ド
は
密
接

に
こ
の
祭
が
賑
い
ま
す
。 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
が
示
す
よ
う
に
、
光
の
祭
で
す
か

ら
、
夜
に
は
各
戸
に
明
り
が
灯
さ
れ
素
焼
き
の
小
さ
な
ラ
ン
プ

皿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
置
か
れ
ま
す
。 

こ
れ
は
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
を
家
に
招
き
入

れ
る
た
め
で
、
さ
ら
に
念
を
入
れ
て
入

口
の
前
に
吉
祥
の
紋
様
を
描
い
た
り
し

ま
す
「
ア
ル
ポ
ナ
」
と
呼
ば
れ
、
砂
で

家
の
前
に
模
様
を
描
く
の
で
す
。
美
し

い
も
の
で
す
。
小
さ
な
足
跡
が
描
か
れ

て
い
る
の
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
子
ど
も
の
足
跡
で
、
ラ
ク
シ
ュ

ミ
は
こ
れ
を
追
っ
か
け
て
家
の
中
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

扉
は
開
け
放
た
れ
、
戸
口
に

は
灯
と
菓
子
が
供
え
ら
れ
、

家
の
中
も
暗
い
場
所
が
で
き

な
い
よ
う
に
く
ま
な
く
照
ら

さ
れ
る
の
で
す
。
光
る
素
焼

き
皿
を
あ
ち
こ
ち
に
配
置
す

る
の
は
影
を
作
ら
な
い
と
い

っ
た
理
由
が
あ
り
ま
す
。
四

方
八
方
へ
の
‘
平
等
’
に
広
が
る
吉
祥
（
幸
）
を
願
っ
て…

。 
 

大
衆
宗
教
画
に
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
女
神
を
真
中
に
左
右
に
ガ
ネ

ー
シ
ャ
と
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
を
配
し
た｢

デ
ィ
ー
ワ
ー
リ

ー
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー｣

と
呼
ぶ
画
で
す
。
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の

富
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
幸
運
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
知
恵
の
三

位
一
体
が
持
て
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
室
に
飾
っ
て
い
ま

〜
す
！
（
右
）
上
の
絵
は
「
ガ
ジ
ャ
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
」
画
。 

          

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
は
仏
教
に
入
り
吉
祥
天
で
す
。
平
安
時
代
ま

で
は
元
来
の
富
と
吉
祥
の
女
神
と
し
て
人
気
で
し
た
が
、
近
世

ま
で
に
は
、
幸
せ
の
象
徴
が
「
吉
祥
」
か
ら
「
才
（
知
恵
）
」
へ

と
信
仰
が
移
っ
て
い
き
ま
す
。
知
恵
と
弁
舌
、
多
才
な
サ
ラ
ス

ヴ
ァ
テ
ィ
女
神
へ
人
気
が
移
り
ま
す
。
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
は
仏

教
に
入
っ
て
弁
財
天
。
ち
な
み
に
弁
財
天
は
、
最
初
は
元
来
の

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
性
格
と
お
り
「
才
」
の
字
の
弁
才
天
で
し

た
。
才
が
次
第
に
財
と
な
り
、
今
で
は
弁
財
天
は
「
財
」
の
色

を
濃
く
し
、
性
格
が
少
々
変
わ
り
ま
し
た
。 

闇
（
影
）
の
中
の
吉
祥
の
光
（
明
）
は
、
相
反
す
る
二
極
（
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
、
コ
イ
ン
の
表
と
裏
、
左
右
、
前
後
、
軽
重
、
強
弱
な
ど
）
は

両
者
一
対
で
真
理
で
あ
り
平
等
に
光
を
放
ち
ま
す
。
目
に
映
る

光
の
方
が
や
は
り
人
気
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

三
昧
は
、
す
べ
て
の
方
向
か
ら
照
ら
さ
れ
る
、
偏
り
の
陰
の
無

い
境
地
で
す
。瞑
想
で
蝋
燭
の
炎
を
見
る
行
法
が
あ
り
ま
す
が
、

炎
の
揺
れ
が
止
ま
る
寂
静
の
と
き
、
蝋
燭
の
光
は
平
等
に
放
た

れ
、
そ
の
影
は
無
く
な
り
ま
す
。 

＊
＊―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊
＊

 

 

代
イ
ン
ド
宗
教
と
哲
学
の
根
幹
に
あ
る
も
の
で
す
ね
。
悪
い
こ

と
を
し
た
ら
バ
チ
が
当
た
る
。わ
た
し
た
ち
も
使
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
人
間
は
行
為
な
し
に
存
在
で
き
ま
せ
ん（
心
肺
機
能
も
行
為
、

無
行
為
も
行
為
）
。
行
為
し
な
く
て
も
存
在
で
き
ま
す
か…

…

？ 

私
た
ち
は
い
つ
も
行
為
し
て
い
る
の
で
す
。
寝
て
い
る
の
も
行

為
で
す
。
ど
ん
な
瞬
間
も
し
て
い
ま
す
。
  

カ
ル
マ
と
ダ
ル
マ 

私
た
ち
が
、
行
為
な
し
に
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
神

さ
ま
は
人
間
に「
行
為
を
し
て
く
だ
さ
い
」「
宇
宙
の
循
環
を
行

為
で
担
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
託
さ
れ
た
と
も
取
れ
ま
す…

…

。

神
さ
ま
は
宇
宙
す
べ
て
を
も
お
作
り
に
な
ら
れ
た
、
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
義
務
、役
割
を
与
え
ら
れ
た
。誕
生
さ
せ
る
と
は
、

同
時
に
循
環
の
中
に
投
じ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
活
動
せ
ざ
る
を

得
な
い
、
活
動
す
る
義
務
が
く
っ
付
い
て
き
ま
す
。 

「
場
」
と
い
う
も
の
の
要
請
に
応
じ
て
、
宇
宙
す
べ
て
の
も
の

は
行
為
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
法
（
則
）
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で
ダ
ル
マ
、
ド
ハ
ル
マ
で
す
。 

 

ス
ヴ
3
・
ダ
ル
マ 

ス
ヴ
ァ
（* '+

）
と
は
「
我
。
自
己
」
の
意
味
で
す
。
こ
の
宇
宙

の
中
で
、
我
と
い
う
の
は
一
人
し
か
い
な
い
。
そ
の
一
つ
の
生

命
は
、
力
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
存
在
だ
と
考
え
た
。
宇
宙
が
要
求

し
て
存
在
し
て
い
る
と
。宇
宙
と
い
う「
場
」で
要
請
に
応
じ
る

義
務
。
つ
ま
り
法
に
従
っ
た
行
為
、
こ
れ
が
ス
ヴ
ァ
・
ダ
ル
マ

「
我
の
法
（
則
＝
循
環
の
義
務
）
」
で
す
。
一
つ
の
生
命
の
存
在
が

す
る
義
務
。自
分
に
与
え
ら
れ
た
義
務
を
存
在
と
し
て
い
ま
す
。)

)カ
ル
マ
・
ヨ
-
ガ 

ヨ
ー
ガ
の
目
的
は
解
脱
で
す
。
で
す
か
ら
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
を

す
る
人
は
、行
動
、行
為
を
手
段
と
し
て
解
脱
に
向
か
い
ま
す
。

義
務
を
す
る
こ
と
が
良
い
行
為
と
考
え
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
意

識
し
て
ス
ヴ
ァ
・
ダ
ル
マ
を
ま
っ
と
う
す
る
。
こ
れ
が
カ
ル
マ
・

ヨ
ー
ガ
で
す
。カ
ル
マ（
行
為
＝
義
務
）す
る
こ
と
が
即
ヨ
ー
ガ

で
す
か
ら
、
行
為
は
神
の
要
請
に
応
じ
る
の
み
で
、
自
分
の
利
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あ
っ
ち 

そ
っ
ち 

ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ 

シ
リ
ー
ズ
 こ
っ
ち
 
 
 
？
 ど
っ
ち
 
 
 
？ 

ク
ラ
ス
で
ア
ヒ
ン
サ
ー
と
サ
テ
ィ
ヤ
の
話
を
し
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
も
自
己
へ「
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
戒
め
で
、

ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
ヤ
マ
（
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
ヨ
ー
ガ
と
呼
ば
れ
る

八
つ
の
実
践
の
一
つ
目
の
実
践
が
ヤ
マ
で
、
二
番
目
の
実
践
が
ニ
ヤ
マ
）
で
、

教
え
で
す
。
ヤ
マ
・
ニ
ヤ
マ
（
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
戒
め
）
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
、
仏
教
に
も
五
戒
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
教
え
は
身
・
口
・
意
（
し
ん
く
い
）
の
三
密
で
守
ら
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ヤ
マ
を
三
密
で
守
る
こ
と
。
実
際
の
行
為

で
（
身
）
、
言
葉
で
（
口
）
、
心
（
意
）
で
守
る
。 

 

ク
ラ
ス
で
は
、
皆
さ
ん
へ
質
問
を
し
ま
し
た
。 

「
も
し
真
実
を
語
る
ば
か
り
し
て
い
て
、誰
か
を
傷
つ
け
た
り
、

人
間
関
係
が
こ
じ
れ
た
り
、
守
る
こ
と
で
窮
屈
な
人
生
に
な
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
真
実
を
語
る
、
傷
つ
け
な
い
程

度
の
嘘
、
こ
の
矛
盾
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
」
と
。 

 

「
自
分
以
外
に
対
し
て
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
自
分
自
身
も
傷
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な

り
な
せ
ん
。
」―

ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ー
・
シ
ヴ
ァ
ー
ナ
ン
ダ―
 

 

そ
う
、自
分
の
心
に
聞
い
て
み
る
と
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

真
実（
サ
テ
ィ
ヤ
）を（
口
に
）し
て
み
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
を
。 

 

ア
ヒ
ン
サ
ー +,$-

*" 

ア
は
否
定
で
「
い
い
え
、
い
や
、
そ
う
で
な
い
」
で
非
や
不
に

あ
た
り
ま
す
。
ヒ
ン
サ
ー
は
「
暴
力
、
障
害
、
損
害
」
。
ア
ヒ
ン

サ
ー
は
、
「
非
暴
力
、
不
殺
生
、
不
障
害
、
不
損
害
」
。
マ
ハ
ー

ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
さ
ん
（1 869-1948

）
は
、
こ
の
ア
ヒ
ン
サ
ー
を

持
っ
て
サ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
を
徹
底
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
戒
め
て
い
う
以
前
に
、イ
ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
根

幹
を
な
し
て
い
る
も
の
で
す
。
仏
教
の
五
戒
の
一
、
不
殺
生
戒

（
ふ
せ
っ
し
ょ
う
か
い
）
に
あ
た
り
ま
す
。 

ジ
ャ
イ
ナ
教
は
、戒
律
が
厳
し
い
こ
と
で
有
名
で
す
が
、こ
の

ア
ヒ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
も
徹
底
し
て
、
厳
格
な
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒

は
、微
生
物
を
殺
さ
な
い
た
め
に
、口
に
マ
ス
ク
を
し
、小
さ
な

虫
を
踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
、
夜
は
歩
か
ず
、
乗
り
物
に
も

載
ら
ず
、
歩
く
時
は
ホ
ウ
キ
で
道
を
掃
き
な
が
ら
虫
を
避
け
て

歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。わ
た
し
た
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

排
除
す
る
、避
け
た
い
、と
い
う
人
間
か
ら
の
み
の
、片
側
か
ら

の
、ヒ
ン
サ
ー
的
行
為
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か…

…

。 

『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
、
こ
の
戒
め
を
徹
底
し
て
守
る

な
ら
、「
悪
意
を
持
っ
て
近
づ
い
た
人
も
、
悪
意
を
捨
て
る
」
と

修
行
と
そ
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

サ
テ
ィ
ヤ *+#.+ )

サ
テ
ィ
ヤ
は
「
真
実
、
誠
実
、
実
際
の
、
真
実
を
語
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
す
。真
理
・
真
実
に
生
き
る
こ
と
。嘘
を
つ
か
ず

真
実
の
み
を
話
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
情
報
が
混
乱
し
、
実
際

で
は
な
い
噂
話
だ
け
の
よ
う
な
社
会
時
勢
の
中
で
、
守
る
こ
と

は
と
て
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
真
実
に
生
き
る
に
は
、
ど
ん
な

現
実
に
対
し
て
も
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
弱
さ
も
欠
点
も
認
め
な
い
と
な
り
ま
せ

ん
。嘘
や
不
誠
実
な
行
為
は
、心
に
緊
張
や
不
安
を
残
し
ま
す
。 

ち
ょ
う
ど
先
ほ
ど
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ル
ー
パ
ー
か

ら
今
日
の
シ
ヴ
ァ
ー
ナ
ン
ダ
の
言
葉
が
届
き
ま
し
た
。 

 「知恵の行き着く先は自由です。文化の終わりは完璧です。

教育の最終目標は人格です。知識の終着点は愛です。あらゆ

るものの中に神を見るその真実の目で見てください。」 
 

ア
ヒ
ン
サ
ー
や
サ
テ
ィ
ヤ
を
厳
格
に
守
ろ
う
と
思
わ
な
く
て

も
、ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
を
続
け
て
い
る
と
、自
然
と
物
事
や
人
に
対

す
る
寛
容
さ
が
育
ち
ま
す
。
怒
り
や
暴
力
的
な
感
情
と
い
う
も

の
が
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
日
常
で
、
受
け
入
れ
る
器
量

や
忍
耐
も
備
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
ほ
ん
と
う
の
ヨ
ー

ガ
の
効
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

十
月
の
『
ギ
ー
タ
ー
』
講
座
で
勇
見
さ
ん
が
〈
培
養
液
〉
を
、

翌
々
週『
イ
ン
ド
の
叡
智
』講
座
で
樋
渡
さ
ん
が〈EM

林
檎（
青

森
）
〉
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
慨
深
い
贈
り
も
の
で
す
。＊―
＊
＊

益
の
た
め
に
行
う
の
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
す
る
と
、
行
為
の
す
べ
て
は
要
請
に
応
じ
て
い
る
の

で
、「
自
分
が
、
わ
た
し
が
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
た
め
結
果

に
対
し
て
は
全
然
無
関
心
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

特
別
に
神
様
を
信
心
し
た
り
、
特
別
瞑
想
し
た
り
し
な
く
て
も

社
会
の
中
で
義
務
の
遂
行
を
た
だ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
倫
理
的
な
ヨ
ー
ガ
で
す
。 

!

こ
こ
ま
で
続
き
の
補
足
を
し
ま
し
た
。 

 ヨ
-
ガ
・
ス
-
ト
ラ
の
構
成 

さ
て
、
経
典
本
文
の
内
容
を
読
み
な
が
ら
、
全
体
の
概
要
は
必

要
な
箇
所
で
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
内
容
構
成
を
ま
ず

調
べ
て
み
ま
す
。
次
の
四
つ
の
章
で
成
っ
て
い
ま
す
。 
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章
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第
二
章 

禅
那
章
<*"%,+2+01"%+

サ
-
ダ
ナ
・
パ
-
ダ
A  

第
三
章 

自
在
力
章<'$3,4#$0 1"%+

ヴ
?
ブ
-
テ
?
・
パ
-
ダ
A 

第
四
章 

独
存
章
<5+$'+6.+0 1"%+

カ
イ
ヴ
3
リ
P
・
パ
-
ダ
A 

 

そ
も
そ
も
ス
ー
ト
ラ
と
は「
糸
、紐
、草
案
」の
意
味
が
あ
り
、

た
て
糸
と
の
意
味
に
転
じ
「
基
本
的
な
教
え
、
教
え
の
中
の
綱

要
」。こ
の
四
章
で
も
っ
て
ヨ
ー
ガ
の
教
え
、つ
ま
り
心
統
一（
精

神
統
一
）
の
道
の
り
が
編
ま
れ
た
の
で
す
。 

 

一
章
は
サ
マ
ー
デ
ィ
で
「
三
昧
」
、
つ
ま
り
一
章
は
三
昧
、
あ

る
特
別
の
境
地
へ
の
道
で
、
三
昧
と
は
何
か
、
ど
ん
な
方
法
に

よ
っ
て
起
こ
る
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
パ
ー
ダ
と
は
、「
脚
ま
た
は
足
、
支
柱
、
根
、
光
線
、
光

（
天
体
の
足
）
、
四
分
の
一
足
（
四
足
獣
の
）
、
四
行
か
ら
な
る

詩
の
一
行
、
一
節
」
の
意
味
で
す
。
授
業
で
パ
ー
ダ
・
ハ
ス
タ

（
脚
と
腕
）・
ア
ー
サ
ナ
（
太
陽
礼
拝
の
三
番
目
の
ポ
ー
ズ
）
を

し
ま
す
ネ
。
そ
の
パ
ー
ダ
で
す
。 

 

二
章
は
サ
ー
ダ
ナ
で
す
。
修
練
、
修
行
の
章
で
す
。
繰
り
返
し

い
つ
も
専
念
す
る
こ
と
と
、
そ
の
実
践
の
た
め
に
置
く
心
の
状  
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今
月
の
ト
リ
ャ
ン
バ
カ
ム
・
サ
ッ
ト
サ
ン
ガ
  

―
ミ
タ
ー
ハ
ー
ラ
と
ウ
パ
ヴ
ァ
ー
サ―

 
ミ
タ
ー
ハ
ー
ラ
と
は
節
食
の
こ
と
で
す
。
断
食
は
ハ
タ
・
ヨ

ー
ガ
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
断
食
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
は
ウ
パ
ヴ
ァ
ー
サ
、
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
は
ウ
ポ
ワ

ズ
と
し
て
生
活
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
世
界
各
地

で
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
で
見
ら
れ
ま
す
。
時
期
や
期
間
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
神
へ
の
献
身
的
な
信
仰
心
の
姿
勢
で
す
。 

ウ
パ
ヴ
ァ
ー
サ
の
ウ
パ
は
、ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
ウ
パ
と
同
じ

語
源71+

で
、
「
近
く
に
、
上
に
、
渡
り
」
の
意
味
で
す
。
近
く

と
は
寄
り
添
う
、上
へ
向
か
う
、神
に
寄
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
は
「
近
く
に
坐
る
」「
等
値
す
る
」
の
意
味
に

な
り
ま
す
。で
す
か
ら
、弟
子
と
師
は
膝
を
付
き
合
わ
せ
、共
に

暮
ら
し
て
学
び
ま
し
た
。
ウ
パ
ヴ
ァ
ー
サ
と
は
「
断
食
」
で
す

が
そ
こ
に
は
「
近
く
の
食
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
断
食
が
「
神

の
食
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。 

ハ
タ
・
ヨ
ー
ギ
ー
は
な
ぜ
断
食
が
禁
止
な
の
か
と
い
う
と
、
ハ

タ
・
ヨ
ー
ギ
ー
に
と
っ
て
、
多
く
の
宗
派
で
邪
、
俗
、
汚
れ
と
さ

れ
る
、
血
が
流
れ
る
身
体
を
聖
な
る
も
の
と
し
ま
す
の
で
、
聖

な
る
も
の
を
傷
つ
け
る
な
か
れ
の
ア
ヒ
ン
サ
ー
か
ら
で
す
。 

 

秋
季
の
エ
ー
カ
ダ
シ
ー
に
併
せ
て
、お
釈
迦
様
と
の
ウ
パ
ヴ
ァ

ー
サ
を
し
ま
す
。わ
れ
わ
れ
は
ハ
タ
・
ヨ
ー
ギ
ー
で
す
が
、現
代

は
飽
食
の
時
代
、ス
パ
ー
に
行
け
ば（
行
か
な
く
て
も
！
）何
で

も
並
ん
で
い
て
、
い
つ
で
も
買
え
ま
す
。
今
年
の
よ
う
に
夏
が

暑
く
、
す
べ
て
の
実
り
が
ダ
メ
に
な
り
、
悲
し
み
苦
し
む
農
家

の
気
持
ち
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
知
り
な
が
ら
、「
高
い
わ
ね
〜
」

「
困
っ
ち
ゃ
う
わ
」
と
勝
手
を
言
い
、
知
足
（
足
る
を
知
る
）
心

は
ど
こ
へ
や
ら
と
い
う
よ
う
な
暮
ら
し
っ
ぷ
り
で
す
。
良
い
経

験
に
な
る
で
し
ょ
う
。
断
食
は
経
験
し
て
み
て
も
、
実
践
は
せ

ず
に
話
し
に
だ
け
参
加
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

関
心
の
あ
る
方
は
下
記
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。（
別
紙
あ
り
）

―

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々―

 

細
密
画
鑑
賞
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
（
笑
）
、
前
の
講
座
と
関

連
し
て
開
催
し
た
く
な
り
ま
し
た
。 

個
人
的
な
話
し
で
す
が
、
サ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
養
成
コ
ー
ス
の
相
談
を
す
る
と
き
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

師
成
瀬
貴
良
先
生
は
思
い
出
す
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の

が
、「
前
田
先
生
が
い
つ
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ネ
〜「
謙
虚

に
、
謙
虚
に
、
も
う
ほ
ん
と
う
に
謙
虚
に
」
と
」
。 

そ
れ
か
ら
、
そ
う
し
た
授
業
が
終
わ
っ
た
時
や
、
生
徒
さ
ん
の

欠
席
連
絡
が
多
か
っ
た
と
き
な
ど
は
「
皆
さ
ん
と
わ
た
く
し
と

は
温
度
差
が
あ
る
み
た
い…

」
と
。
首
を
か
し
げ
ら
れ
る
仕
草

が
浮
か
び
ま
す
。 

前
者
は
と
て
も
慎
ま
や
か
で
控
え
目
な
感
じ
が
し
ま
す
。後
者

は
大
変
熱
が
あ
る
。
大
胆
か
つ
勇
敢
な
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の

両
者
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
両
方
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
ら
し
た
の
が
師
で
し
た
。
学
こ
と
、
経
験
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
、
与
え
て
い
た
だ
け
た
と
い
う
喜
び
か
ら
大
変
謙
虚
で
あ

り
、
献
身
的
で
熱
心
で
。
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
、
与
え

ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
を
伝
え
る
時
は
、熱
心
で
、実
直
。 

先
日
の
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ル
ー
パ
師
か
ら
の
贈
り

も
の
の
言
葉「知識の終着点は愛」の
と
お
り
で
す
。愛
の
た
め

に
は
真
実
に
渇
望
し
。
謙
虚
に
謹
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
合
い
入
り

混
じ
っ
て
い
ま
す
。 

神
々
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
を
知

る
と
、
イ
ン
ド
か
ら
発
祥
し
た
宗
教
す
べ
て
と
つ
な
が
れ
て
面

白
い
も
の
で
す
。
仏
教
も
イ
ン
ド
で
発
祥
し
た
宗
教
で
す
。 

《日程と詳細案内》 

日時：十一月 二十二日・水曜・午後一四時三〇分〜  

内容：ミターハーラーとウパヴァーサのサンガ（集い） 

日時：十一月 二十六日・金曜・午後一二時〇〇分〜  

内容：ヒンドゥー教の神々
のサンガ 

料金：いずれも五〇〇円 ※食事代は各自  

態
を
教
え
て
い
ま
す
。
実
践
と
い
っ
て
も
、
こ
の
当
時
の
ヨ
ー

ガ
は
、
現
在
わ
た
し
た
ち
が
す
る
ポ
ー
ズ
や
体
操
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
じ
っ
と
坐
る
、そ
れ
だ
け
で
す
。そ
れ
が
ヨ
ー
ガ
で

し
た
か
ら
、
実
践
法
と
い
っ
て
も
実
践
時
の
心
の
操
作
の
た
め

の
精
神
統
一
の
方
法
で
す
。例
え
ば
、ヨ
ー
ガ
の
道
を
妨
げ
る
、

障
害
は
煩
悩
だ
と
、煩
悩
と
は
何
か
、ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、あ

ら
ゆ
る
雑
念
は
五
つ
の
心
か
ら
来
て
い
る
と
教
え
ま
す
。
仏
教

で
は
煩
悩
は
一
〇
八
で
、除
夜
の
鐘
は
煩
悩
の
分
打
ち
ま
す
ね
、

イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
は
た
っ
た
五
つ
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
知

っ
て
、見
極
め
、修
め
な
さ
い
と
、ま
る
で
心
理
学
を
学
び
な
が

ら
の
よ
う
な
実
践
で
す
。
有
名
な
八
つ
の
修
行
、
ア
シ
ュ
タ
ー

ン
ガ
・
ヨ―

ガ
が
説
か
れ
る
章
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

三
章
は
ヴ
ィ
ブ
ー
テ
ィ
で
す
。授
業
で
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
の

で
初
め
て
聞
く
人
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ヴ
ィ
ブ
ー
テ
ィ

と
は「
超
自
然
力
」で
超
能
力
で
す
。ヨ
ー
ガ
の
サ
ー
ダ
ナ
に
よ

っ
て
顕
れ
て
く
る
超
能
力
だ
と
い
う
の
で
す
ー
。超
能
力
な
ど

と
は
何
か
ま
じ
な
い
染
み
て
い
流
と
い
う
か
、
手
品
み
た
い
で

す
し
信
じ
難
い
で
す
が
、
ガ
チ
ン
コ
真
面
目
な
経
典
の
中
で
す

し
、
四
分
の
一
の
一
に
充
た
る
一
つ
の
章
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
冗
談
や
仕
掛
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
ち
ょ
っ
と
読

ん
で
み
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。 

 

四
章
は
カ
イ
ヴ
ァ
リ
ャ
へ
向
か
う
パ
ー
ダ
で
す
。こ
れ
も
授
業

で
は
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
言
葉
で
す
ネ
。た
だ
、意
味
は
解
脱

（!
"#$%

）
と
同
じ
で
「
単
独
。
絶
対
一
。
独
立
。
す
べ
て
か
ら
の

離
脱
」
で
す
。
同
じ
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
が
い
く
つ
も
あ
る

梵
語
、
日
本
語
と
同
じ
で
す
ね
〜
汗
っ
。
あ
る
程
、
そ
の
文
化
が

あ
る
と
い
う
説
明
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
解
脱
「
ム
ク

タ
」は
状
態
の
呼
び
名
で
す
。そ
の
状
態
を
指
し
た
言
葉
で
す
。

状
態
は
、
そ
の
最
中
で
す
か
ら
、
決
し
て
語
る
こ
と
も
説
明
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。一
方
、カ
イ
ヴ
ァ
リ
ャ
は
学
問
上
、解

釈
と
し
て
あ
る
独
存
を
表
現
す
る
言
葉
。
そ
も
そ
も
経
典
と
は
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dare 

わ
た
し 	 from

 

ア
ー
サ
ナ 

!
"
#
"
$
%
手
紙  

 
毎
週
、
定
期
的
な
受
講
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

定
期
的
な
継
続
に
は
、必
ず
定
期
便
のLetter

が
届
き
ま
す
。 

 

続
け
て
い
る
、
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
 
レ
タ
ー 

ヨ
ー
ガ
を
続
け
て
い
る
と
、
修
行
の
深
ま
っ
て
い
る
兆
し
で

「
あ
な
た
は
は
っ
き
り
と
グ
ル
の
言
葉
を
聞
く
経
験
を
す
る
。

そ
れ
は
一
度
あ
れ
ば
毎
日
聞
こ
え
る
」 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
の
期
待
も
な
し
に
、
届
く
レ
タ
ー
は

あ
な
た
を
的
確
な
方
向
へ
と
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

何も不安に恐れることはありません。 

神が完全であるなら、あなたと私が一対であり同じである

なら、あなたも完全です。 

神であり、サッドゥ・グルの恵みは常にあなたとともにあり

ます。 

真の弟子の誠実な願望は、グルの慈愛に満ちた慈悲によっ

て必ず満たされるでしょう。 

これだけは保証させてください。サーダナの成功の鍵は規

則性です。サーダナにおける規則性の重要性は、どれだけ強

調してもし過ぎることはありません。アビヤーサ（継続修習）

の規則性は、ヨーガの道を進歩する秘訣です。 

スヴァーミー・チダーナンダ 
 

落
ち
着
か
な
い
心
、
そ
れ
も
ま
た
 
レ
タ
ー 

イ
ン
ド
で
哲
学
の
時
代
が
始
ま
っ
た
頃
の
お
話
し
の
引
用
で
す
。 

 

哲
学
の
時
代
が
始
ま
る
と
、
大
勢
の
人
間
は
集
中
す
る
力
を
失

っ
て
い
き
ま
し
た
。
散
漫
な
心
（
ヴ
ィ
ク
シ
プ
タ
・
チ
ッ
タ
）
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
動
を
持
た
な
い
（
ニ
ロ
ー
ダ
・
チ
ッ
タ
）
師

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
散
漫
な
心
は
混
乱
し
て
揺
れ
動

き
続
け
、
も
は
や
自
然
の
内
に
あ
る
真
実
を
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

静
か
に
坐
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
が
、
心
の
状
態
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
意
識
を
内
側
へ
向
け
る
瞑
想
を
し
ま
し
ょ
う
。 

教
え
の
導
き
糸
で
、
教
え
る
学
問
に
く
っ
つ
い
て
く
る
参
考
書

の
よ
う
な
も
の
。
し
か
る
に
ヨ
ー
ガ
は
、
宇
宙
の
根
源
的
な
成

り
立
ち
を
説
き
、
そ
の
上
で
宇
宙
と
生
き
る
生
命
の
存
在
の
扱

い
を
教
え
る
書
で
す
。
感
覚
的
な
次
元
を
超
え
な
く
て
は
説
明

で
き
ま
せ
ん
。 

四
章
は
、
独
存
の
プ
ル
シ
ャ
に
つ
い
て
、
ま
た
独
存
は
転
生
（
生

ま
れ
が
転
じ
た
）
で
あ
る
と
、
そ
し
て
体
得
の
状
態
は
、
感
覚
的
な

次
元
を
超
え
た
形
而
上
で
説
明
し
ま
す
。 

カ
イ
ヴ
ァ
リ
ャ
は
目
標
の
な
く
な
っ
た
、
想
念
の
無
い
至
福
と

の
安
住
で
あ
る
と
。 

 

第
一
章 

三
昧
章
<*+/

"%,$0 1"%+

サ
マ
-
デ
?
・
パ
-
ダ
A 

デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー 

文
字
の
表
記
／
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
／
カ 

タ
カ
ナ
読
み
／
和
訳
（
直
訳
）
／
コ
メ
ン
タ
リ
ー Hayano 
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ア
タ
・
ヨ
ー
ガ
・
ア
ヌ
シ
ャ
ー
サ
ナ
ン
  

さ
て
、
ヨ
ー
ガ
の
解
説
を
し
よ
う
。 

 
ア
タ
（+#+

）
と
は
、
「
さ
て
。
さ
あ
。
」
の
意
味
。 

こ
の
文
言
中
に
は
、
他
の
誰
か
の
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
い
る
の
で
は
な
く
、
主
題
に
精
通
し
て
い
る
著
者
が
ヨ
ー
ガ

で
あ
る
こ
と
が
意
さ
れ
る
と
注
釈
さ
れ
ま
す
。 

 

チ
ッ
タ
は
、
サ
ー
ン
キ
ャ
（
イ
ン
ド
正
統
派
六
派
哲
学
の
一
つ
）
で
は

「
心
」
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

注
釈
書
$
ヨ
&
ガ
・
シ
*
&
ス
ト
ラ
. 

注
釈
書
群
を
『
ヨ
ー
ガ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
と
い 

っ
て
呼
び
、
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
と
一
対
で 

併
せ
て
読
む
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ス
ー
ト
ラ
本
文
は
と
て
も
簡
素
に
書
か
れ
て
い
る 

の
で
、
読
め
ま
す
が
、
理
解
す
る
の
は
解
説
書
な 

し
に
は
難
し
く
、
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
「
学
理
。
法 

典
。
聖
典
」
は
、
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
と
同 

じ
く
ら
い
、
絶
大
な
権
威
が
与
え
ら
れ
て
い
ま 

す
。
中
で
も
有
名
な
の
が
ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
さ
ん
（540 

〜650

頃
）
の
『
バ
ー
シ
ャ
』
（
「
話
し
か
け
る
。
〜 

に
つ
い
て
話
す
」
）
と
い
う
注
釈
書
で
す
。 

す
べ
て
の
ス
ー
ト
ラ
に
つ
い
て
い
か 

な
る
誤
解
も 

生
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
明
確
な
解
説 

を
施
し
て
い 

る
も
の
で
す
。 

 
 

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
注
釈
書
『
バ
ー
シ
ャ
』
の
註

 

釈
の
復
註
釈
が
あ
り
ま
す
。
ス
ー
ト
ラ
、
注
釈

 

書
、
復
注
釈
書
の
三
つ
が
読
む
な
ら
（
理
解
し
て
）

 

必
要
に
な
り
ま
す
。 

 ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
は
、
こ
の
最
初
の
第
１
章
１
節
で 

「
こ
れ
か
ら
始
め
る
ヨ
ー
ガ
は
専
心
で
、
熟
慮
で
あ
る
（
ヨ
ー

ガ
は
サ
マ
ー
デ
ィ
だ
）
」 

と
述
べ
ま
す
。 

ヨ
ー
ガ
と
は
「
チ
ッ
タ
を
訓
練
す
る
科
学
で
、
熟
慮
と
は
心

の
潜
在
能
力
で
、
通
常
は
眠
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
見

つ
け
る
（
サ
マ
ー
デ
ィ
）
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
そ
の
た
め
の
心
の

訓
練
を
必
要
と
す
る
人
々
の
も
の
だ
」 

と
。 

で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ガ
は
一
種
の
心
理
学
の
よ
う
な
の
で
す
。

し
か
し
、
哲
学
と
心
理
学
は
違
っ
た
も
の
で
す
。
心
理
学
は
人

間
の
心
の
働
き
の
分
析
で
、
心
の
働
き
の
研
究
が
心
理
学
で

す
。
そ
う
で
は
な
く
、
世
界
の
存
在
、
在
る
も
の
、
存
在
の
研

究
と
な
る
と
哲
学
で
す
。
前
号
で
も
心
の
働
き
を
ひ
と
つ
の
存

在
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
サ
&
ン
キ
*
2
数
論
5 

サ
ー
ン
キ
ャ
と
は
、
「
数
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
は
、
ヨ
ー
ガ
を
、
サ
ー 

ン
キ
ャ
を
使
っ
て
説
き
ま
す
。
宇
宙
の
原
理
を
一 

枚
、
一
枚
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
存
在
と
し 

て
、
二
十
五
の
原
理
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え 
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ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ 

ま
す
。
そ
れ
を
使
っ
て
説
き
ま
す
の
で
、
サ
ー
ン 

キ
ャ
を
知
っ
て
い
な
い
と
読
め
な
い
の
で
す
。 

今
さ
ら
勉
強
は
面
倒
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん 

が
、
思
う
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
も
な
く
と
て
も
自 

然
な
、
宇
宙
創
造
の
摂
理
で
す
。 

 

カ
ピ
ラ
（BC350~ 250

頃
の
人
）
が
サ
ー
ン
キ
ャ
の 

開
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
の
一 

元
論
（
唯
一
絶
対
の
「
有
」
の
一
元
）
に
対
し
、
カ
ピ 

ラ
の
サ
ー
ン
キ
ャ
は
二
元
論
で
す
。
唯
一
絶
対
の 

ひ
と
つ
を
、
プ
ル
シ
ャ
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
分
け 

た
二
元
を
立
て
た
の
で
二
元
論
で
、
新
し
い
、
別 

の
思
想
で
し
た
。
当
時
は
、
賢
人
、
哲
人
が
論
戦 

を
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
を
開
い
た
時
代
だ 

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
唯
一
絶
対
の
「
有
」
と
仏
教 

の
「
空
」
（
多
論
あ
り
）
の
論
戦
も
あ
っ
た
と
か
。 

じ
つ
に
イ
ン
ド
ら
し
い
、
口
論
争
で
す
。 

 チ
7
タ
2
心
5 

サ
ー
ン
キ
ャ
で
は
次
の
三
つ
の
総
称
を
、
チ
ッ 

タ
と
呼
び
ま
す
。 

ブ
ッ
デ
ィ
「
覚
」
と
呼
ば
れ
る
未
展
開
の
も
の
で 

マ
ハ
ッ
ト
（
大
）
と
も
呼
ぶ
。
こ
の
意
識
が
精
神 

性
を
起
こ
し
て
い
ま
す
の
で
精
神
と
呼
ば
れ
る
も 

の
の
お
お
元
。
心
と
い
う
よ
り
、
心
理
を
司
っ
て 

い
る
器
官
の
よ
う
な
場
所
。
認
識
器
官
の
根
元
。 

こ
の
ブ
ッ
デ
ィ
か
ら
ア
ハ
ン
カ
ー
ラ
「
我
慢
、
自 

我
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
意
識
作
用
が
起
こ
る
。 

自
分
、
私
、
と
い
う
自
我
（
エ
ゴ
）
。 

ア
ハ
ン
カ
ー
ラ
か
ら
、
次
に
マ
ナ
ス
「
意
・
思
器 

官
」
が
生
じ
る
。
思
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
が
こ 

の
働
き
で
、
作
用
。 
  

２
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ヨ
ー
ガ
シ
ュ
・
チ
ッ
タ
・
ヴ
リ
ッ
テ
ィ
ニ
ロ
ー
ダ
ハ 

ヨ
ー
ガ
は
心
の
止
滅
。 

 

ヨ
ー
ガ
の
定
義
で
す
。
た
い
へ
ん
有
名
な
一
文
で
す
。
文
言

の
意
味
か
ら
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

チ
ッ
タ
は
、
心
と
言
っ
て
も
、
三
つ
の
段
階
で
展
開
し
て
統

合
し
て
呼
ん
で
い
る
心
で
あ
る
説
明
を
既
に
一
節
で
し
ま
し

た
。
通
常
わ
た
し
た
ち
が
「
心
」
と
思
っ
て
い
る
の
は
マ
ナ
ス

の
部
分
で
、
マ
イ
ン
ド
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
マ
イ
ン
ド
と
心
は
違
い
ま
す
。
チ
ッ
タ
は
も
っ
と
根

本
的
な
心
で
す
。 

そ
も
そ
も
人
間
、
英
語
のman

は
、
梵
語manas

に
由
来

し
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
、

man

の
わ
れ
わ
れ
は
、manas

を
持
つ
者
（
感
じ
る
心
を
持
つ

者
）
だ
と
。
「
生
き
て
い
る
と
は
感
じ
る
こ
と
だ
」
と
小
説
家

の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
さ
ん
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、	

感
官
か
ら
の
感
覚
の
情
報
に
、
マ
イ
ン
ド
が
入
り
、
常
に
、

常
に
入
力
さ
れ
て
経
験
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
再
び

経
験
す
る
と
き
や
認
識
し
た
対
象
を
前
に
、
デ
ー
タ
と
比
較
し

て
、
目
の
前
の
認
識
対
象
を
特
定
す
る
。	

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
い
う
言
葉
も
き
っ
と
一
度
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
心
と
い
う
の
は
、
レ

コ
ー
ド
盤
、CD- R
の
よ
う
な
も
の
で
、
常
々
に
、
そ
の
溝
を

掘
る
よ
う
に
記
憶
し
て
つ
く
っ
て
溝
が
増
え
て
い
る
の
が
マ
ナ

ス
（
マ
イ
ン
ド
）
の
働
き
で
す
。
自
分
の
思
い
、
思
い
込
み
と
い

う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
と
。	

よ
く
、
例
え
に
出
る
話
が
、
暗
闇
の
中
で
は
ロ
ー
プ
を
ヘ
ビ

に
間
違
え
る
。
遠
く
の
柱
を
人
だ
と
思
う
。
マ
イ
ン
ド
で
ト
ラ

ッ
ク
音
だ
と
思
っ
た
ら
、
も
う
深
く
調
べ
る
こ
と
を
し
な
い
。	

思
い
と
い
う
の
は
、
対
象
物
と
自
己
、
他
者
と
自
己
、
あ
る

い
は
自
己
と
い
ま
の
自
己
が
異
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
「
私
」

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
起
こ
る
と
言
い
ま
す
。 

も
し
、
仮
に
、
こ
の
「
私
」
と
い
う
思
い
を
悟
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
心
を
無
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
ま
だ
そ
こ
に
は
、
無
し
に
で
き
た
と
い
う
、
「
私
」

と
い
う
ア
ハ
ン
カ
ー
ラ
（
自
我
意
識
）
が
あ
る
の
で
す
。 

記
録
盤
全
体
が
見
え
、
溝
を
作
る
自
分
を
認
識
で
き
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
す
べ
て
の
命
が
、
ダ
ル
マ
（
宇
宙
の
法
）
に
従
っ

て
、
掘
っ
て
い
る
溝
が
あ
る
と
悟
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

次
に
あ
る
認
識
す
る
だ
け
の
場
、
ブ
ッ
デ
ィ
（
認
識
の
根
元
）

が
、
そ
こ
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。 

	

ブ
リ
ッ
テ
ィ
は
「
作
用
、
働
き
」
で
す
。
チ
ッ
タ
・
ブ
リ
ッ

テ
ィ
は
心
の
作
用
で
す
。
誰
も
が
持
つ
心
の
動
き
で
す
。 

ニ
ロ
ー
ダ
は
「
止
滅
、
抑
制
、
阻
止
」
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

訳
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
ニ
ロ
ー
ダ
と
は
支
配
的
な
性
質
の
ま

っ
た
く
な
い
静
止
で
す
。 

 

で
す
か
ら
、
本
文
ヨ
ー
ガ
シ
ュ
・
チ
ッ
タ
・
ヴ
リ
ッ
テ
ィ
ニ

ロ
ー
ダ
ハ
は
簡
易
に
訳
す
と
、
「
ヨ
ー
ガ
と
は
心
の
働
き
を
止

め
て
滅
し
て
い
く
こ
と
」
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
状
態
で
は
、
永
遠
に
、
自
己
の
本
来
の
姿
、
自
己
意
識

の
無
い
意
識
の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
だ
け
の
状
態
だ
と
い
い

ま
す
。
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
意
識
さ
え
な
い
。
心
に
ま
っ
た

く
動
く
働
き
が
な
い
状
態
を

指
し
て
い
ま
す
。 

 

よ
く
例
え
て
言
わ
れ
る
の
は 

「
静
止
し
た
湖
面
は
、
も
の

を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
に
な

る
。
湖
に
石
を
投
げ
入
れ
れ

ば
、
さ
ざ
波
が
起
こ
っ
て
写

っ
た
像
は
ゆ
が
め
ら
れ

る
。
」 

と
。 
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狛江で１９年 
毎日ヨーガをやってお元気に！ 

継続は流れなり 
 

トリャンバカム・ヨーガ・センター 
!狛江駅北 1分。泉の森会館 3階 

｛会 場｝〒201-0013 狛江市元和泉１-８−１２ 

｛事務局｝〒201-0012 狛江市中和泉 2-22−10 A103 

  ｛連絡先｝Tel・Fax 03−5761−5442  

 info@tryambakam.jp ／

www.tryambakam.jp 

✒こちらへ掲載したい案内、紹介内容はお気軽にお申

し出ください。トリャンバカム・ヨーガの輪（和）を伸ばし、

ここ（センター、中心点）から良い生活へ。邁進しましょう。 

✒こちらへ掲載したい案内、紹介内容はお気軽にお申し

出ください。トリャンバカム・ヨーガの輪（和）を伸ばし、ここ

（センター、中心点）から良い生活へ。邁進しましょう。 

 

�� �����・�
��
�

サットサンガには、 

テーマがあるから応答が来る 

寄り合って「声を」聞こうか〜い（会） 
 

 

｛日 時｝① 11/22・水・1430〜1630 

     ② 11/26・日・1200〜1400  

｛会 場｝予定 蕎麦懐石 Samurai 侍 
※ ご受講の方へ詳細をお知らせ致します。 

｛料 金｝会員 無料 お食事代は各自 

        資料 500 円 
｛事務局｝Tel・Fax 03−5761−5442  

     メール info@tryambakam.jp  

または www.tryambakam.jp より 
 

 

月例教典学習会 
『バガヴァッド・ギーター』 

✒梵語から訳された成瀬貴良先生の解説を読

みながら、インドが誇る数珠の聖典『ギータ

ー』を一緒に読みましょう。 
 

｛会 場｝泉の森会館２階のカフェ（カフェ代各自） 

または zoom または 早野! 

｛申込み｝前日までメール・ファックス・電話 

｛受講費｝2500 円（三ヶ月連続申込み 5400 円） 

資料 10 円×枚 

  

 
デーヴァナーガリー文字 
「般若心経」を梵語文字で書く写経

と読解をしませんか？ 
 

希望者が７名集まれば開催します。随時お申し出

ください。集まったところで開催企画に入ります。

今からですと２０２４年３月頃〜１０ヶ月です。 

ヨーガ修養コース講座 
単位（一講ずつ）受講できます 

 

✒坐学：90 分       今月 11/19.24 

『いまに生きるインドの叡智』 
(著成瀬貴良/善本社) 

✒坐学：90 分 

『シヴァーナンダ・ヨーガ』  
(著成瀬貴良/善本社) 

✒実技をしながら解説：90 分 今月 11/5.10 

資料『ハタ・ヨーガテキスト』(YLS 図書

｛日程・会場｝第 2・4 週/金/喜多見地区会館/午前 

※（変則あり）第 1・3 週/日/岩戸地域センター/午前 

｛申込み｝前日まで 

｛受講費｝3000 円 
 行ってきました！蕎麦処（会員樋渡志のぶ様ご主人経営 ） 

蕎麦懐石 Samurai 侍 
狛江市東野川２−２１−４ 

ご紹介！施術の人（会員 樋渡志のぶ様経営） 

クプクプ自然療法サロン 
狛江市東野川２−２１−４ 

ご紹介！施術の人（会員 坂口様お嬢さん経営） 

さかぐち鍼療所 
狛江市岩戸南３−７−１７ 

ご案内！人生を織る家（会員 寺崎様経営） 
アトリエ&かふぇ悠遊 

調布市染地３−１−８５３ 

ヨーガ・サンガティ の集い 
―師走の候― 

｛日 時｝12 月第一週の紅葉の良い頃 14 時〜16 時  

｛会 場｝菩提寺 南蔵院（板橋 本蓮沼駅） 


